
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年6月17日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	坂本
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	田浦
	永瀬

	○
	○
	○
	準
	準
	○
	深
	深
	休
	傷病

	木村(直)
	荒谷
	橘
	坂澤
	角濱
	矢幅
	橋本
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺

	○
	○
	休
	業務
	業務
	休
	業務
	休
	深
	準

	織田
	久保
	ラダ
	エカ
	上野(由)
	細海
	
	
	
	

	年
	○
	○
	遅B
	○
	○
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・本日、新品の服薬カートが納品になっている。Bユニットで使用していく事となる。
・連絡事項等の必要な連絡は、コルクボードに貼っていくので、各自確認をする事。

＜入室状況＞
【入院】
・沼沢　裕子様～東C5
【転出】
・白坂　リヱ様～東C5　→　南D204
・富田　昭美様～東B1　→　南D204
【ユニット移動】
・若沢　理子様　東A15　→　東C5
・佐藤　朋代様　東B1　→　東A16

【部屋移動】
・飯田　修子様　東A15　→　東A16

＜患者様連絡事項＞
・笹渡　直之様～ニンテンドースイッチの使用許可となっている。他者の前での使用は控えるように、との事。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。
開放観察中、壁叩きや他室侵入繰り返しており早めに終了している。断続的に壁叩きあるが不潔行為等無く経過。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前2時間、午後3時間の開放観察指示あり。　
開放中問題行動なく不穏興奮無く経過している。施錠にも拒否抵抗なし。多飲水傾向もなし。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前2時間、午後2時間ずつの開放観察指示あり。　
声掛けには口調表情穏やかで応対対している。操作的・希死的言動なく開放中
問題行動無く経過している。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除ができるよう、努めていく。

・小山　仁様～終日隔離中。対面時礼節保てており不穏・興奮無く経過している。妄想言動は聞かれているが切迫している様子はなし。臥床して休まれている。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除ができるよう、努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。声掛けには口調表情穏やか。日中通して不穏・興奮無し。希死的言動や行動もなく問題行動無く経過している。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除ができるよう、努めていく。

＜皮膚科診察＞
・長浜　厚子様～デルモゾールDP軟膏処方
・北川　ミドリ様～ネオヨジンシュガーパスタ軟膏処方
・安達　貴浩様～デルモゾールローション、軟膏処方
・小笠原　久年様～テルビナフィン外用液処方
・小田　沙也加様～テルビナフィン外用液処方
・高柳　和子様～タベジール2T 朝・夕処方
　　　　　　　　デルモゾール軟膏処方



[bookmark: _GoBack]＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年6月17日　12：34
　氏　　名：沼沢　裕子様（ぬまさわ　ひろこ）様　
　生年月日：平成31年1月12日（69歳）
　病　　名：妄想性障害、MCI疑い
　性　　別：女性
　診 察 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット5号室

　＜経過＞
 R3.10.7当院初診。元々温厚な性格で夫婦仲も良かったがH27年頃より嫉妬妄想が出現。H29年頃物の置き場所が分からなくなることから大里脳神経リハビリテーションクリニックを受診し特に異常なかった。R2年には松平病院を受診し問診と診察のみ行い処方が出た。本人拒否により２回ほどの通院で自己中断。以後奇異行動や妄想言動が悪化し、鑑別診断、症状改善目的にて当院初診。本人同意のもと薬物療法開始となるも、服薬アドヒアランス不良、２回目の受診より本人拒否により家族のみ受診し薬物療法継続していた。しかし病識が乏しく服薬拒否が続き症状改善せず、R4.2月が最終受診となっていた。R7.6.9次男様より相談があり、物忘れ症状の亢進、物やお金を失くしてしまい「貰っていない」と訴える頻度が増え、物盗られ妄想も出現している状況。夫に対して
暴言もあり、金銭管理も行えない状況となっている。夫が本人に疲弊しており他家族も対応が難しいことから入院治療を希望され入院調整となっている。
上記経過により東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。
